














































エジプト「小学校理数科授業改善」終了時評価調査団 評価フレームワーク及びチェックリスト 
 

評 価 項 目 評 価 尺 度 評 価 基 準 評価の根拠となる情
報の入手手段 

評価に関係した具体的事由 
  

1)日本人側から投入された人材，資機材等は目
的に従って活用されたか（専門家派遣・研修員
受入・機材供与を別々にみる） 
派遣・受入・供与 
5.非常に活用された 
3.特に支障はなかった 
1.あまり活用されなかった 

・専門家総合報告書(小島・
田中・倉賀野・宮下・大久
保・杉山，各専門家ほか) 
・終了時評価報告書 
・専門家，C/P からの 
    ヒアリング 
・国特ファイナルレポート 

・専門家全員（延人数 17:長期３,短期 14）が本プロジェクトの推進に貢献した。 
・供与機材はハード，ソフトとも本プロジェクトの推進に必要不可欠であった。 
・国別特設研修員(３年間 14 名)は「エジプト小学校理数科授業改善コース」 
 プログラムに従い北海道教育大学他で研鑽を重ね，多くの研修成果をあげた。 
・すべての研修員が研修レポートを作成し，毎年 12 月初旬に開催された研修成果 
 発表会で報告した。 
 

(1)投入された人材，資機
材，経費等は投入の目的
に従って活用されたか 

2)エジプト側の投入は適当であったか（専門家
派遣・研修員受入・機材供与を別々にみる） 
   派遣・受入・供与 

5.非常に適当であった 
3.特に支障はなかった 
1.不適当であった 

・専門家総合報告書 
・中間評価報告 
・終了時評価報告書 
・専門家，C/P からの 
    ヒアリング 
 

・エジプト側は本プロジェクトに Steering Committee を組織した。 
・プロジェクトマネージャーを選任した。 
・C/P 配置：理科６名，算数４名 
・C/P を日本での研修生として派遣した。（国特） 
・共同研究室の整備(3 室，計 100 ㎡，機材保管庫を含む) 
・専用車が確保された。 

1)日本側の投入は時期、質・量的に適当であっ
たか 
    派遣・受入・供与 
5.非常に適当であった 
3.特に支障はなかった 
1.不適当であった 

・専門家総合報告書 
・中間評価報告書 
・終了時評価報告書 
・専門家，C/P からの 
    ヒアリング 

・専門家派遣（教育 3，理科 6，算数 4：延べ，長期３，短期 14） 
・国特受入研修員 14 名：C/P 機関の NCERD から 11 名（関連機関の CCIMD１名，NCEEE
２名） 
・講義，実習，観察形式の研修プログラム（C/P の高い評価） 

(2)達成された成果から
みて投入は時期，質・量
的に適当であったか 

2)エジプト側の投入は時期，質・量的に適当で
あったか                                            
配置・供与 
5.過不足は全く無かった 
3.一部に過不足があった 
1.過剰（不足）であった 

・専門家総合報告書 
・中間評価報告書 
・終了時評価報告書 
・専門家，C/P からの 
   ヒアリング 

・運営組織として Steering Committee を設置 
・プロジェクトマネージャーの選任 
・共同研究に充分な資質能力を有する C/P が配置された：理科６名（Dr.5 名,M.1
名），算数４名（Dr. 3 名,M.1 名）。 
・教育学に関して 1998 年度国特で３名（Dr. 1 名,M.2 名）が参加 

1)日本側の投入で成果に繋がらなかったものは
ないか   派遣・受
入・供与 

5.成果に繋がらないものはなかった 
3.特に支障はなかった 
1.成果に繋がらないものがあった 

・終了時評価報告書 
・専門家，C/P からの 
    ヒアリング 
・成果発表セミナー 

・日本側が投入した機材や人材（専門家）はすべて成果に繋がった。 
・成果品としての３巻にわたる GB が完成した。 
・４名の C/P がセミナーで３年間の成果を発表した。C/P の資質向上と自立性が認
められた。 

(3)投入されたもので成
果に貢献しなかったもの
はないか 

2)エジプト側の投入で成果に繋がらなかったも
のはないか 配置・供与 
5.成果に繋がらないものはなかった 
3.特に支障はなかった 
1.成果に繋がらないものがあった 

・終了時評価報告書 
・専門家，C/P からの 
    ヒアリング 

・エジプト側が投入した研究室や人材（C/P）等はすべて成果に繋がった。 
・効率的な人員配置がなされた。 
・C/P どうしの有機的な連携による二次的な効果も認められた。 

１．効率性 
（投入の成果への
転換度・適切度） 

(4)供与された機材の使
われ方 

1) 成果に繋がる供与機材の使われ方 
5.成果に繋がる使い方をされた 
3.一部の成果に繋がる使い方をされた 
1.多くは成果に繋がらなかった 

・NCERD での実態調査 
・専門家からのヒアリング 

・提供された機材はプレゼンテーション，教材作成等に頻繁に使用されている。 
・NCERD 研究所内外での活用されている。 
・全ての C/P が機材の操作が可能である。 



(1)PDM等に示された目標
は明確であったか 
 

1) PDM 等に示された目標は 
5.非常に明確であった 
3.ある程度明確に示されている 
1.不明確な点があった 

・PDM 
・終了時調査報告書 

・プロジェクト目標「小学校理数科の教授法が改善される」と明確に示されてい
る。 
・本プロジェクト目標は日本側専門家およびエジプト側 C/P 全員によって共通に
理解されている 。 

２．目標達成度 
（プロジェクト目
標の達成度） 

(2)PDM等に示された目標
は達成されているか 

1) PDM 等にしめされた目標は 
5.達成されている(10 割) 
3.概ね達成されている(8 割以上) 
1.達成されていない(6 割未満) 

・PDM 
・ GB の対象単元数，改訂回

数 
・ GB に基づく実験授業の実

施回数,その評価 

・生徒の創造的資質・能力を引き出し高める授業方法の教材開発がなされた。 
・全単元を対象とした。（算数：１年生から５年生，理科：４，５年生） 
・検討? 改訂の繰り返し作業により，成果物として GB が作成された。 
・算数 GB:エジプトの実状に適した「図形」「自然数と分数」の２領域編成で，生
活場面での経験と計算の意味指導を考慮した。 
・理科 GB:全単元を網羅し，実践編に加えて研究編を追補した。 

1) C/P 自身の達成感は 
5.非常に強い 
3.ある 
1.全くない 

・C/P 等の関係者ヒアリング
及びアンケート 
・成果発表セミナー 

・成果発表セミナー(11 月 16 日)や教育大臣との会見(11 月 19 日)等で，高い評価
を受けたことでﾅﾃﾞｨｱ所長および C/P は達成感を感じている。 
・C/P の積極的な取り組みと，GB の改定作業への萌芽が認められる。  

(3)関係者の認識では目
標は達成されているか 

2)日本人専門家自身の達成感は 
5.非常に強い 
3.ある 
1.全くない 

・日本側専門家のヒアリン
グ及びアンケート 
・成果発表セミナー 

・完成した GB がエジプト理数科授業改善に有効であることが検証されたことで，
本プロジェクトの達成感と GB 活用への期待感を持っている。 
・成果発表セミナーに教育大臣，日本大使が出席されたことで，達成感がより助
長されている。 

1)エジプトにおける理数科初等教育の現状が適
切に分析されたか 
5.十分に分析された 
3.プロジェクト実施する上で、特に支障はな

かった 
1.不足する点があった 

・ 専門家総合報告書 
・ GB 
 

・年間授業日数，週あたり授業時数，各教科授業時数等の調査が行われた。 
・授業観察調査(1998/9)で知識注入型，一方通行の授業展開が認められた。 
・教師の活動実態調査（勤務形態等）が行われた。 
・科学的態度に関するテスト，科学の過程に関するテスト，及び科学的誤概念に 
 関するテストによる現状分析がなされたが，何れも低いポイントであった。 
・635 名の生徒について，科学への関心度を調査した。(88%が肯定的であった) 
・現行教科書，授業ガイドブック等の資料収集と分析がなされた。 
・現場教師とインスペクターへの聞き取り調査がなされた。  
・小学算数授業の分析(延べ 17 校)がなされた。他多数 

2) エジプト側 C/P に対し技術移転が行われたか 
5.十分になされた 
3.一部に過不足があった 
1.不足する点があった 

 

・専門家総合報告書（GB に
関する検討会数，その評
価），C/P へのヒアリング 
 

・日本側専門家と C/P との週２回の定期的検討会が開催された。(理数科とも) 
・教育現場における教授法の検証と評価活動がなされた。 
・C/P の創造的な教材開発能力の進展が認められた。 
・C/P の自発的な教授法の検証と教材開発能力が培われた。 

3)教授法及び教材作成に係るガイドブック（GB）
の作成が適切に行われたか 
5.十分な内容の GB が作成された 
3.一部に過不足があった 
1.不足する点があった 

 

・ GB の対象単元数，改訂回
数 

 

・理科では「Why 」「What 」「How」 の授業手順の明確化を解説した。 
・算数では授業における「何を」「何故」「どのように」の重要性を解説した。 
・全ての単元を網羅した GB 構成となった。 
・今後求められる環境教育の基礎となる生態分野を補足した。 
・現地に普通に存在し，かつ身近にみられる教育素材からの教材化を行った。 

 
 

(4)当初想定された成果
が得られたか 

4) 教員研修プログラムが提案されたか 
5.適切な内容のプログラムが提案された 
3.一部に過不足があった 
1.提案されなかった 

・専門家総合報告書 
・GB（総論） 
・終了時評価報告書 
 

・カイロ市，アレキサンドリア市の小学校で検証した。 
・教育現場への普及に関する提言がなされている。 
・全国規模での具体的な実施と普及は今後の課題である。 



1)上位目標は発現しているか 
5.非常に発現している 
3.ある程度発現している 
1.全く発現していない 

・最終評価報告書 
・専門家，C/P からのインタ
ビュー 
・成果発表セミナー参加者
のアンケート 

・終了時成果発表セミナーに教育大臣及び多数の教育関連諸機関が参加した。 
（参加者 180 名） 
・本プロジェクト概要を広範囲に配付した。（英語版 650 部作成し，成果発表セ 
 ミナー参加者，他ドナー(100 部)，教育省(50 部)など教育関連機関に配付） 
・上位目標である「初等教育教師の資質向上」の具体的，全国的な展開は今後の 
 課題である。 

(1)PDM等に示された上位
目標及びそれに関連した
効果は発現しているか 

2)上位目標に関連した効果は発現しているか 
5.非常に大きな効果が発現している 
3.ある程度発現している 
1.全く発現していない 

・最終評価報告書 
・専門家，C/P からのインタ
ビュー 
・成果発表セミナー参加者
のアンケート 

・NCERD 授業ガイドセミナーに多数の教育関係者が参加した。 
・スーザンムバラク科学探究センターでのプレゼンテーションを開催した。 
 （300 人のカイロ県理数科現場教師，研究者が参加） 
・各地方の学校等から出張講義の要請があった。 
・小学校での実験授業後，現場教師どうしの積極的な検討会がなされた。 
・C/P の GB を活用した教師教育への取り組みが開始された。 
・セミナー終了後，他ドナーからの本プロジェクトに関する関心が示された。 

３．インパクト 
（プロジェクト目
標・成果以外の正負
の影響） 

(2)プロジェクトのマイ
ナス効果は発現していな
いか 

1)プロジェクトのマイナス効果は発現していな
いか 
5.何ら発現していない 
3.少し発現している（マイナス効果は容易に

解決可） 
1.かなり発現している（マイナス効果は深刻） 

・最終評価報告書 
・専門家，C/P からのインタ
ビュー 

・現地調査を含むいかなる調査において，どのようなマイナス効果も認められ 
 なかった。 

４．計画の妥当性 
（ターゲットグル
ープのニーズとの
整合性） 

(1)エジプト国のニーズ
との整合性 
     1)エジプト国政策
目標との関係 

1)重要な政策目標と 
5.政策目標と完全に合致する 
3.関連が認められる 
1.関連性がない 

・日エ共同宣言（外務省 HP） 
・教育大臣との会見 
・刊行物「ムバラクと教育」 

・1999/2000 年からのｴｼﾞﾌﾟﾄ国の教育改革が実施されている。 
・６年生移行の決定がなされた。（1999 年５月，Kamal-El Ganzouri 内閣での決定，
上院議員議会 (The Shura Council) および下院議員議会 (The People's Assembly)
での承認） 
・エジプト政府教育省の要請に基ずき本プロジェクトが実施された。 
・「ムバラクと教育」で繰り返し教員研修の重要性が述べられている。 
・1999 年のﾑﾊﾞﾗｸ大統領との共同宣言で教育プログラム改善がうたわれている。
（日本・ｴｼﾞﾌﾟﾄ ﾄパートナーシッププログラム） 
・教育大臣から再度の教育重視政策が表明された。(00.11.19) 

     2)ターゲットグル
ープの 
   ニーズとの整合性 

1) 本協力分野におけるエジプトのニーズと 
5.明確に合致することが確認されている 
3.ある程度合致すると確認されている 
1.合致しない（確認されていない） 

・要請書，事前調査報告書
等 

・受益者は言うまでもなくｴｼﾞﾌﾟﾄ国の全小学生であるが，本教育協力は」教師や 
 父母，地域社会にも影響を与える。 
・ｴｼﾞﾌﾟﾄ国の約 9 割の生徒が「理科が好き，実験が面白い」と答えている。 
 

     3) 他援助機関との
援助の重複 
 

1)小学校理数科分野における他ドナーとの重複 
5.全く重複しない 
3.近隣（同一箇所を含む）で他のドナーが類
似の協力を展開しているが，本件はこれと相
互補完している 
1.近隣（同一箇所を含む）で他のドナーが類
似の協力を展開しているが，本件はこれと相
互補完していない 

・関連ドナーの調査報告書 ・本 GB には独自性があり，他ドナーとの重複はない。 
・GB はエジプト国の実状を充分に検討した結果を踏まえた理念で作成された。 
・本プロジェクトは C/P との共同研究および教育現場での実践と評価に立脚して 
 いるが，このような共同作業は本プロジェクトの特徴の一つである。 

 

(2) 日本の援助政策との
整合性 

1)日本政府及び JICA の対エジプト援助計画と 
5.完全に合致する 
3.関連が認められる 
1.関連性がない 

・日エ共同宣言 
・JICA 国別援助計画 

・日本・エジプト・パートナーシッププログラムのなかで，「両国政府は平和，経
済，環境，文化交流及び教育の分野に重点を置き，世界的，地域的，及び二国間
の問題に関して協議と協力を強化し多様化する」は明記されている。 



(3)計画は適切に作成さ
れているか 
     1) 目標の明確化 

1)目標は PDM の指標などで 
5.非常に明確に示されている 
3.ある程度明確に示されている 
1.不明確である 

・PDM ・プロジェクト目標「小学校理数科の教授法が改善される」と明確に示されてい
る。 
・その成果品として GB が作成されている。 

     2) PDM の論理性 1)PDM の論理性に関して 
5.全ての項目で，非常に論理的に作成されて

いる 
（例えば目的? 手段の関係が PDM に構成されて
いる） 
3.論理的に作成されているが，一部の論理性
が弱い 

1.論理性がほとんど見受けられない 

・PDM ・上位目標から Activities に至るまで一連の PDM 構成となっている。 
・ 目標に対するアプローチは，「現状分析，問題点の把握，活動計画の作成，検証，

改訂，完成」と，具体的に示されている。 
・評価用 PDM を作成した。 

     3) 協力期間の長さ 1) 当初目標に対して協力期間は 
5.適当である 
3.長い（または短い） 
1.非常に長い（または非常に短い） 

・C/P 等からのヒアリング ・適切な協力期間であったことは，３年間で GB 編集が完了したことに象徴されて
いる。 
・ヒアリングでも「期間は適切である」との意見であった。 
・但し，当初に計画されていた重点単元ではなく全ての単元を網羅し，さらに追
加した学習項目（環境教育等）もあり，この点ではもう少し時間的余裕が望まれ
ていた。 
・短期間ではあったが，専門家派遣で一部空白部分が生じた。このことは共同研
究上マイナスであった。 

1) PDM は参加型で作成されているか 
5.参加型のワークショップ等の開催を通し
て，エジプト国の責任ある教育関係者や受益
者全体の意を汲んで作成されている 
3.インタビュー・アンケート等によってエジ
プト国の教育関係者・受益者の意を汲み，作
成されている 
1.エジプト国の教育関係者・受益者の意見が
全く反映されていない 

・1997 年の JICA ｴｼﾞﾌﾟﾄ事務
所所長鈴木真一所長（当時）
とﾅﾃﾞｨｱ NCERD所長とのミニ
ッツ 
・終了時評価報告書 

・日本政府とｴｼﾞﾌﾟﾄ政府の政府間協力として協議された。 
・PDM の大綱は左記付属文書に明記されている。 
・PDM の各項目はエジプト C/P と協議して作成された。 
・Steering Committee の開催については１回のみの開催であった。 

 

(3)計画は参加型で作成
されているか 

2)プロジェクト実施中における活動計画は参加
型で作成されているか 
5.参加型のワークショップ等の開催を通し
て，エジプト国の責任ある教育関係者や受益
者全体の意を汲んで作成されている 
3.インタビュー・アンケート等によってエジ
プト国の教育関係者・受益者の意を汲み，作
成されている 
1.エジプト国の教育関係者・受益者の意見が
全く反映されていない 

・ワークショップ記録 
・終了時評価報告書 

・活動計画の大綱は日本・エジプト双方で協議して作成した。 
・細目については，プロジェクト当初は日本側専門家からの提案がエジプト側 
C/P のそれよりも多い状況であったが，間もなく C/P からの積極的に活動計画の提
案がなされた。 
・理数科とも C/P と週２回の定期的 WS を開催した。 
・小学理数科授業の実態調査や児童生徒のアンケートからニーズを把握して，具
体的な活動計画を決定した。 



1)組織の自立性や機能性がプロジェクトを通し
て発展し 
 ているか 

5.プロジェクト開始時より，非常に発展して
いる 
3.プロジェクト開始時とほぼ同様である 
1.プロジェクト開始時の組織や機能が低下し

ている 

・専門家，C/P からのインタ
ビュー 

・機材保管庫等の追加設置，専門家と C/P との共同研究室を整備してきた。 
・NCERD 所長による C/P の適正配置 がなされてきた。 
・自発的な GB のアラビック化の計画を持っている。 
 

 

(1)組織が自立発展して
いるか 

2)プロジェクト終了後も継続して事業を実施す
る体制が確立されているか（教授法改善にお
ける NCERD の位置付け，機能，人員） 
5.NCERD が教授法改善に係る中心を担ってお
り、また対応すべき人員も十分に確保されて
いる 
3.一部 NCERD 以外の機関の協力、又は人員の
補充が必要である 
1.NCERD 以外の機関の協力が不可欠である,又
は,必要な人員が確保されていない（見込み
がない） 

・終了時報告書（特に，総
論部分） 
・専門家総合報告書（特に，
NCERD と関連する教育機関） 
・NCERD での現地調査 

・終了時調査団に対して PDM 上位目標に関する所長の要望が述べられた。 
・授業改善を上級学校に広げる希望が表明されている。（NCERD 所長） 
・研究員による GB の検証と改定がなされた。 
・NCERD の研究室および機材の維持を所長が表明した。(11.19.) 

(2) 技術的に自立発展し
ているか 
     1)人的技術 

1) 人的技術 
5.C/P が専門家から修得した技術を応用して
プロジェクト活動を発展させ，さらに組織内
で技術を普及している 
3.C/P が専門家から修得した技術を用いてプ
ロジェクト活動を継続している 
1.C/P の技術に向上の余地が多いにあるので
プロジェクト活動が停止している 

 
・最終調査報告書 
・専門家，C/P からの聞き取
り 

 
・C/P が GB の理念を十分に理解している。 
・理科単元の 30%，算数単元の 54%は C/P によって開発された。 
・C/P の研究意欲の高まりと相互協力が認められる。 
・NCERD 内部研究会開催と実験的にならが小学校教師への技術移転活動が 
 行われた。 

  2) 供与機材の保守
管理 

2) 供与機材の保守管理 
5.機材の維持及び保守とも管理体制が確立し

ている 
3.機材の維持管理はある程度行われている 
1.機材の維持管理は体制が確立していない 

 
・NCERD での現地調査 

 
・機材は共同研究室等で維持されている。 
・コンピュータ保守管理者が不在である（研究者自身で保守）。 
・土地柄，インクジェット式プリンターに砂塵の問題あると思われる。 

 

５．自立発展性 
（プロジェクト実
施による便益の継
続性） 

 (3)自立発展のための財
務的措置 

1)プロジェクト終了後も継続して事業を実施す
るために必要な予算が確保されているか（人件
費，施設・機材管理費等） 
5.十分な予算が確保されている 
3.予算配置を行う計画がある（見込みがある） 
1.全く検討されていない 

・教育大臣と調査団との会
見 ・NCERD での現地調査 
・関係諸機関でのインタビ
ュー 

・教育改革はエジプト政府の重点目標の一つである。 
・国家事業であるので，今後も予算は継続される。 
・教育大臣と NCERD 所長は緊密に連携をとり教育改革を進めている。 
・NCERD の研究施設は維持され，C/P も継続して本任務にあたる。 
 

 





別添６　供与資機材リスト

ガイドブック作成用機材
分類 品名 備考
パソコン Personal Computer, 2644-AA7 1 SET
パソコン Personal Computer, M3571 1 SET APPLE
パソコン Powerbook 5300 1 SET
パソコン Powerbook G3 1 SET APPLE
パソコン Powerbook, G3/233/14 2 SET APPLE
パソコン Powerbook, G3/266/14 5 SET APPLE
パソコン周辺機器 100MB Zip Drive (Parallel) 1 PCE.
パソコン周辺機器 100MB Zip Drive (USB Type) 1 PCE.
パソコン周辺機器 64MB Memory Module (For Powerbook G3) 4 PCE. APPLE
パソコン周辺機器 Adaptor 1 PCE.
パソコン周辺機器 Adaptor 4 PCE.
パソコン周辺機器 Battery Charger, 02K6570 1 PCE.
パソコン周辺機器 Cable 1 PCE.
パソコン周辺機器 Carrying Case 1 PCE.
パソコン周辺機器 CD-R (74min) Medium 150 PCS. MITSUBISHI
パソコン周辺機器 CD-RW Drive, MK426Y 1 SET MITSUBISHI
パソコン周辺機器 Floppy Disc Drive 7 PCE. APPLE
パソコン周辺機器 Floppy Disc Module, M6396G/A 1 PCE. APPLE
パソコン周辺機器 Jaz Disc (1GB) Medium Mac Format 30 PCS. IOMEGA
パソコン周辺機器 LI-ION Battery Pack, 02K6546 1 PCE.
パソコン周辺機器 Modem Card, DF 5660 2 PCE.
パソコン周辺機器 Monitor Changeable Adapter, AD-HD15MAC 3 PCS. SANWA
パソコン周辺機器 Mouse, 28L3671 1 PCE.
パソコン周辺機器 Pentium II 400/6400 2 SETS
パソコン周辺機器 Port Repricater, 46H4219 1 PCE.
パソコン周辺機器 Scanner With SCSI Cable, GT-7000ART 1 SET
パソコン周辺機器 Scanner With SCSI Cable, GT-7000ART 1 SET
パソコン周辺機器 Scanner, GT-9500ART (W/SCSI CABLE) 1 SET EPSON
パソコン周辺機器 SCSI Adapter, AD-HDD25 3 PCS. SANWA
パソコン周辺機器 SCSI Cable 1 PCE.
パソコン周辺機器 T.View Preso Card  For NTSC/PAL 1 SET
パソコン周辺機器 電圧安定器, SU1400J 3 PCS. APC
パソコン周辺機器 変圧器 15 PCE.
パソコン周辺機器 Display Board, No.323 1 SET

パソコン周辺機器
Memory Module 64MB
(Installed Powerbook G3) 1 PCE. APPLE

プリンタ BJ Printer, BJC-80V 1 SET
プリンタ Laser Printer Xerox N24 1 SET
プリンタ関係 Cable 1 PCE.

プリンタ関係
Drum Kit For Color Laser Writer,
 12/600PS-J 1 PCE.

数量



分類 品名 備考数量
プリンタ関係 Ink Cartridge, BCI-11 black 5 PCS.
プリンタ関係 Ink Cartridge, BCI-11 color 5 PCS.
プリンタ関係 Monochrome Printer, Micro Line 640CL 1 SET
プリンタ関係 Power Cable 2 PCS.
プリンタ関係 Printer Cable, IHC-DOSV/15 1 PCE.

プリンタ関係
Toner (Black) for Color Laser Writer,
12/600PS-J 2 PCE.

プリンタ関係
Toner (Magenda) for Color Laser Writer,
12/600PS-J 1 PCE.

プリンタ関係
Toner (Yellow) for Color Laser Writer,
12/600PS-J 1 PCE.

プリンタ関係 Toner for OKI ML640CL TNR-00-009 2 PCS.
プリンタ関係 Tonner Cartridge 20 PCS.
プリンタ関係 Monochrome Printer Micro Line, 640CL 1 SET
ソフトウェア 3D graphics Bryce 2.0 1 PCE.
ソフトウェア Authoring Macromedia Flah 3E 1 PCE.
ソフトウェア CAD MiniCAD 7 1 PCE.
ソフトウェア Claris Impact (English) 1 PCE.
ソフトウェア Claris Works (English) 1 PCE.
ソフトウェア Disk Management Norton Utilities 3.5 1 PCE.
ソフトウェア Font Arabic Language Kit 2 PCS.
ソフトウェア Graphics Free Hand 8 1 PCE.
ソフトウェア Image Processing KAI'S PHOTO SOAP 1 PCE.
ソフトウェア Image Processing KAI'S POPWER GOO 1 PCE.
ソフトウェア Image Processing KAI'S POPWER Tools 3.0 1 PCE.
ソフトウェア Image Processing KPT Vector Effects 1 PCE.
ソフトウェア Mac OS 8.1 2 PCS.
ソフトウェア Mac OS 8.1 (English) 1 PCE.
ソフトウェア Multimedia UTL Adobe After Effects 3.1 1 PCE.
ソフトウェア Multimedia UTL Adobe Premiere 5.0 1 PCE.
ソフトウェア OCR OMNIPAGE PRO 8.0 1 PCE.
ソフトウェア Programming Symantec Visual Caf_ Pro 1 PCE.
ソフトウェア Screen Savers After Dark Deluxe 1 PCE.
ソフトウェア Software Cabri Geometry II Eng. 1 PCE.
ソフトウェア Software Cabri Geometry II Jap. 1 PCE.
ソフトウェア Software Mathematica 4.0E 1 PCE.
ソフトウェア Sound Editor Sound Edit16 2.0 1 PCE.
ソフトウェア SPSS Base Windows 1 PCE.
ソフトウェア SPSS Professional R 1 PCE.
ソフトウェア Web Browser Netscape Communicator 4.0 1 PCE.
ワードプロセッサ Word Processor, WD-X870 1 SET SHARP
視聴覚機器 Camera Bag, CB-210 2 PCS. KODAK
視聴覚機器 Digital Camera, DC210A Zoom 2 PCS. KODAK
視聴覚機器 Multi Projector and a set of peripherals 1 unit
視聴覚機器 Picture Card 10MB, KPC-10 5 PCS. KODAK
視聴覚機器 Picture Card Adapter, KPC-AD 5 PCS. KODAK



分類 品名 備考数量
視聴覚機器 Video Camera, CCD-SC55 1 SET SONY
視聴覚機器 Video Cassette Recorder, AG-W2 1 SET

実験等機材
分類 品名 備考
教材 Color Board (Educational Goods), 33-5260 2 PCS.
教材 Color Board (Educational Goods), 43-0114 2 PCS.

教材
Color Board Arrangement (Educational
Goods), 43-0115 10 PCS.

教材
Phase Composing Board (Educational
Goods), 43-0072 2 PCS.

教材
Play Board (Educational Goods), 39-0322
(5pcs./set) 10 SETS

理科実験器材 Adaptor For Microscope 1 PCE.
理科実験器材 Biology Microscope With Adapter For TV 1 SET
理科実験器材 Bromine Tube, 127-600 2 PCS.
理科実験器材 Brownian Movement Demonstrator, BMA-10 2 SETS
理科実験器材 CCD Camera Monitor, CCD-X2 1 SET
理科実験器材 Ceramic Net, 113-070 2 PCS.
理科実験器材 Circuit Tester, PMT-3 1 SET
理科実験器材 Color Monitor TV, TM-14 1 SET
理科実験器材

Combustion & Weighting Experiment
Apparatus 1 SET

理科実験器材 Compass, K22-559 1 SET
理科実験器材 Dc Ammeter, HQ-55 5 SETS
理科実験器材 Dc Ammeter, PMT-5 5 SETS
理科実験器材 Dc Voltmeter, HQ-300 5 SETS
理科実験器材 Dc Voltmeter, PMT-300 5 SETS
理科実験器材 Digital Multi-Meter, CDM-17D 2 SETS
理科実験器材 Dissection Tool Set, No.277 1 SET
理科実験器材 Electrician Tool Set, 157-130 1 SET
理科実験器材 Electronic Balance, BL-220H 1 SET
理科実験器材 Electronic Balance, EL-550SR 1 SET
理科実験器材 Foot Bellows, 111-150 1 PCE.
理科実験器材 Fruits Battery Experiment, JC-2 3 SETS
理科実験器材 Gas Barner, BN-P 1 SET
理科実験器材 Heat Conductivity Demonstrator, HM-5 2 SETS
理科実験器材 Heat Expansion Demonstrator, MQ-30 2 SETS
理科実験器材 Hydraulic Manometer, HL-100 1 SET
理科実験器材 UPS-10 3 SETS
理科実験器材 Hyman Piston Apparatus, AH-5 2 SETS
理科実験器材 Joule's Calorimeter, JK-100 2 SETS
理科実験器材 Lamp For Light Source, 191-351 2 SETS
理科実験器材 Laser Pointer, LDP-50 1 PCE.
理科実験器材 Lenses And Prisms Kit, OH-7 2 SETS
理科実験器材 Light Scope, FF-393 10 PCS.

数量



分類 品名 備考数量
理科実験器材 Linear Expansion Tester, HY-2 1 SET
理科実験器材 Magnifier For Dissecting 2 PCS.
理科実験器材 Magnifier, K22-010-07 1 PCE.
理科実験器材 Magnifier, K22-097-02 5 PCS.
理科実験器材 Microscope With Transformer, SCZ-TB 1 SET
理科実験器材 Monitor, ZLBK-D3M
理科実験器材 Optical Experiment Apparatus, OFE-10 1 SET
理科実験器材 Optical Fiber Demonstrator, OG-10 1 SET
理科実験器材 518 1 SET

理科実験器材
Reflection & Refraction Experiment
Apparatus, OT-9 3 SETS

理科実験器材 Science Video Tape Set, 23pcs./set 1 SET
理科実験器材 Stand For Chemical Experiment, LC-50 3 SETS
理科実験器材 Stick, 191-740 1 PCE.
理科実験器材 Stop Watch, LC011 5 PCS.

理科実験器材
Tuning Fork For Wave Forms
Demonstrative, TFW-10 1 SET

理科実験器材 Tuning Fork, TF-740 1 SET
理科実験器材 Vacuum Bell, VT-9 2 SETS
理科実験器材 Vacuum Pump, 126-100 2 SETS

理科実験器材
Water Pressure-Depth Relation
Demonstrator, PJ-10 3 SETS

理科実験器材 Wave Experiment Kit, CLO-50 3 SETS
ガラス器具 Alcohol Thermometer (-20? 100℃) 20 PCS. IUCHI
ガラス器具 Beaker 1002 (100ml) 50 PCS. IUCHI
ガラス器具 Beaker 1002 (200ml) 50 PCS. IUCHI
ガラス器具 Beaker 1002 (50ml) 50 PCS. IUCHI
ガラス器具 Bottle (200ml) 20 PCS. NAKAMURA
ガラス器具 Bottle (w/Cap), S75-1376 (250ml) 30 PCS. NAKAMURA
ガラス器具 Erlenmyer Flask 2352 (200ml) 20 PCS. IUCHI
ガラス器具 Funnel (F 60m/m) 10 PCS. IUCHI
ガラス器具 Magnetism Dish (60m/m) 20 PCS. IUCHI
ガラス器具 Magnetism Evaporating Dish (60m/m) 20 PCS. IUCHI
ガラス器具 Measure Cylinder 2352 (100ml) 25 PCS. IUCHI
ガラス器具 Pasteur Pipet (1000pcs.) 2 SETS IUCHI
ガラス器具 Round Bottom Flask 1050 (300ml) 10 PCS. IUCHI
ガラス器具 Round Bottom Flask 1050 (500ml) 10 PCS. IUCHI
ガラス器具 Slide Glass (100pcs.) 5 SETS IUCHI
ガラス器具 Spoit (1g 55pcs.) 2 SETS IUCHI
ガラス器具 Spoit (2g 55pcs.) 2 SETS IUCHI
ガラス器具 Stir Stick (F 5m/m 10pcs.) 10 SET NAKAMURA
ガラス器具 Test Tube Stand, SU-16. 5-20 (F 17m/m) 5 PCS. IUCHI
ガラス器具 Test Tube Stand, SU-18-20 (F 18m/m) 5 PCS. IUCHI
ガラス器具 Test Tube, A-15 (15x15m/m 50pcs.) 2 SETS IUCHI
ガラス器具 Test Tube, A-18 (18x18m/m 50pcs.) 2 SETS IUCHI
ゴム器具 Cork Cap  (11pcs.) 20 SETS IUCHI



分類 品名 備考数量
ゴム器具 Rubber Cap (11pcs.) 50 SETS IUCHI
ゴム器具 Silicon Cap (11pcs.) 20 SETS IUCHI
鉄製器具 Clamp (180m/m) 20 PCS. IUCHI
鉄製器具 Cork Poler (12pcs.) 1 SET IUCHI
鉄製器具 Cork Poler (6pcs.) 2 SETS IUCHI
鉄製器具 Funnel Stand (240x95x450m/m) 20 PCS. IUCHI
鉄製器具 Glass-Tube Cutter 2 PCS. IUCHI
鉄製器具 Pinch Cock (11pcs.) 3 SETS IUCHI
鉄製器具 Spoon (18m/m) 3 SETS IUCHI
鉄製器具 Stainless Needle, No.230 1 SET
鉄製器具 Test Tube Holder (Wood) 20 PCS. IUCHI
鉄製器具 Tripod Stand 20 PCS. IUCHI
鉄製器具 Tweezers (Stainless 150m/m 11pcs.) 3 SETS IUCHI
プラスティック器具 Bottle (100ml) 200 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Bottle (1L) 40 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Bottle (250ml) 200 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Bottle (2L) 20 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Bottle (500ml) 100 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Chemical Tube (4x6m/m x10m) 3 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Chemical Tube (5x7m/m x10m) 3 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Chemical Tube (6x8m/m x10m) 3 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Dispo. Syringe (10ml 100pcs.) 1 SET IUCHI
プラスティック器具 Dispo. Syringe (1ml 100pcs.) 1 SET IUCHI
プラスティック器具 Dispo. Syringe (20ml 50pcs.) 1 SET IUCHI
プラスティック器具 Dispo. Syringe (5ml 100pcs.) 1 SET IUCHI
プラスティック器具 Econo. Poly. Beaker Dispo. (100ml) 200 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Econo. Poly. Beaker Dispo. (200ml) 200 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Measuring Spoon (15, 5, 25ml & Spatula) 20 SETS IUCHI
プラスティック器具 Plastic Spoon (180m/m 11pcs.) 5 SETS IUCHI
プラスティック器具 Poly. Funnel (f 60m/m) 10 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Rubber Tube (Black 4x6m/m 1kg) 1 SET IUCHI
プラスティック器具 Rubber Tube (Black 6x8m/m 1kg) 1 SET IUCHI
プラスティック器具 Rubber Tube (For Pump 6x13m/m x10m) 2 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Silicon Tube (4x6m/m x10m) 2 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Silicon Tube (6x8m/m x10m) 2 PCS. IUCHI
プラスティック器具 Stir Stick (F 8x250) 20 PCS. IUCHI
その他器具 Filter NO.1 (f 11cm 100pcs.) 20 SETS IUCHI
その他器具 Filter NO.1 (f 9cm 100pcs.) 20 SETS IUCHI
その他器具 Litmus Paper (Blue 100pcs. x 10box） 20 SETS ADVANTEC
その他器具 Litmus Paper (Red 100pcs. x 10box) 20 SETS ADVANTEC
その他器具 Medicine Paper (500pcs.) 20 SETS
薬品 Ammonia Solution (500ml) 10 PCS. WAKO-JUNYAKU
薬品 Boric Acid (500g) 5 PCS. WAKO-JUNYAKU
薬品 Bromo Thymol Blue (25g) 2 PCS. WAKO-JUNYAKU
薬品 Calcium Hydroxide (500g) 5 PCS. WAKO-JUNYAKU
薬品 Ethanol (500ml) 10 PCS. WAKO-JUNYAKU



分類 品名 備考数量
薬品 Hydrochloric Acid (500ml) 10 PCS. WAKO-JUNYAKU
薬品

Hydrogen Peroxide, Aqueous Solution
(500ml) 10 PCS. WAKO-JUNYAKU

薬品 Iodine Monochloride (500g) 2 PCS. WAKO-JUNYAKU
薬品 Manganate Oxide Solid (500g) 2 PCS. WAKO-JUNYAKU
薬品 Methyl Orange (25g) 2 PCS. WAKO-JUNYAKU
薬品 Phenol Phthalein (25g) 2 PCS. WAKO-JUNYAKU
薬品 Potasium Iodide (500g) 5 PCS. WAKO-JUNYAKU
薬品 Potassium Alum (500g) 5 PCS. WAKO-JUNYAKU
薬品 Potassium Permanganate (500g) 3 PCS. WAKO-JUNYAKU
薬品 Sodium Hydroxide, Solid (500g) 5 PCS. WAKO-JUNYAKU

その他
分類 品名 備考

Document File 1 PCE.
File 15 PCS.
Ink Ribbon 103 PCS.
Paper For Word Processor 12 PACK
Thermal Paper A4 100pcs./set 200 SETS
Thermal Paper B5 100pcs./set 200 SETS
書籍 113 種
100MB Zip Disk 20 PCS.
8mm Videotape, P6-120HG3 100 PCS.
CD-R Disk 10 PCS.
Digital Video Tape, DMV60R 20 PCS.
Film 30 PCS.
Floppy Disk 17 PCS.
Video Tape 125 PCS.

数量



別添７－１ カウンターパートへのインタビュー結果 
 
回答者 1) Amal El-Shahat (Assistant Researcher NCERD) 
        2) Dr. Manlour Abdelsalam (Researcher NCERD) 
        3) Dr. Mohamed Ashral El-Mekaury (Researcher NCERD) 
        4) Dr. Shaban Hamed Ali  
 
1. Necessity and/or importance of the Project, in the view of the present situation of the primary 
education. 
 
1) This project is very important because through it we prepare a guidebook for primary school 
which help teacher and student. This guide introduce some creative lessons in mathematics, where 
the present situation just help teachers to deal with the content of the textbook.. 
 
2) It changes three points; 
encourage student in order to inter act. 
encourage teacher to share the students in educational process in order to much tearing. 
encourage the teacher used teaching material. 
 
3) This project is very important to be especial in primary education because its purpose to make a 
guide book make students thinking and be creative and make general activities instead of the 
passive role of students in our schools. 
 
4) To improve science and mathematics education in Egyptian primary schools. 
To the development of creative lessons and teaching materials of science and mathematics. 
 
2. Result of the analysis and recognition of the Japanese experts about the present situation of the 
primary education in Egypt. 
 
1) Through the analysis of the situation in Egypt and the cooperative with the Japanese experts, we 
prepare our guide book with caring of our situation. 
 
2) The content have much information. 
The students have misconception in science. 
The teacher have a little skill in teaching. 
 
3) Changing in the view between the teacher and the students to make students very active and 
express their point of view and being more creative. This changing make the teachers orient the 
students to discover and deduce the information about the lesson instead of being explain the lesson 
only to the students. 
 
4) We have many problems in the primary education about science and mathematics learning such 
as the teachers teach by traditional methods, too much information without activities and not for 
discovery. They cannot make good discuss and conclusion or select good teaching materials. 



3. Evaluation of Contents of the Guide Book. 
 
1) Covered all the units from grade 1 to grade 5. 
    Students will be more active by the Problem Solving Method. 
    Teachers will have more understanding of the content in the textbook. 
    The activities in our guidebook are available for both teachers and students. 
 
2) More information in science education. 
    More easy activities and experiment. 
    Encouraged little skill. 
 
3) This evaluation is very important to know if the lessons is suitable for both  
teachers and students or not. 
    Also to know the opinion of the teachers in the content of the guidebook to  
make a changing in it according to their opinion. 
 
4) Change and think about students’ misconception questions, speculation, 
discuss. 
  Making a simple essential experiment. 
 
4. Relevance of assignment of Japanese experts, considering the question 2. and 3. above. 
 
1) The Japanese experts were so active and shared us (the counter part) in all the stage (analysis the 
content, visiting schools, prepare teaching scenario, etc.). 
 
2) The Japanese experts share at all time in these project in order to solve these problems. 
 
3) During the three years of the project, this point is very good, but in math, there is an empty 
interval from any Japanese experts in math. 
    In general, the Japanese experts are very kind and very very helpful to us to do these 
orientations. 
 
4) Important for making simple essential experiment’s points with popular goods (not 
complicated). 
    Suggest activities to enjoy not only students but also the teachers. 
 
5. Relevance of the introduced equipment, considering the question 2. and 3. above. 
 
1) The equipment was available and it helped us to make the best. 
 
2) The equipments were very useful to solve the problem and enghish and I’m glad for these helps. 
 
3) It is very good and very helpful to finish the work the experts wanted from us. 
 



4) The science and mathematics education in Egyptian primary schools will be enjoyable for 
students and teachers researching on unexpected goods, popular primary schools teachers can make 
it. 
 
6. Any effect and/or impact brought by the project. 
 
1) Although some Japanese experts worked for short time, we completed our work without any 
problem. This was the first time to work with that system, and this indicates the importance of 
working in groups. 
    But this system let our work stop for a long period and hard work another period (while the 
experts are not in Egypt). 
 
2) The positive points about this project are; 
Helps me to share another e how to use some equipments in presentations. 
Takes me in chance xpert. 
 
3) This project helps us to work as a team to finish the assignments and the guidebook lessons. 
    We knew new approach for making teaching units. 
    We knew how to use computers as a word processor and how to make graphs and use new soft 
wares. 
 
4) I think that there is no negative points until now, maybe after we finish the project, if the 
Egyptian teachers would not take good and enough training about the guidebook. 
 
7. Your contribution or participation to/in the project. 
 
1) Counter part. I joined to the project from the beginning to the end. 
 
2) I contributed in this project fulltime from its beginning to the end. 
 
3) Making five units in grade 3 in the guidebook and units in grade 5 because I participated in this 
project from December 1999 after I came from Japan. 
  Participated in applying a unit from grade 5 in Cairo. 
 
4) The Egyptian group whose work in the project work part time, not all time because there are 
another work in N.C.E.R.D. must work all time in any project in the future. 
 
8. Accomplishment of the technology transfer from Japanese experts to you. 
 
1) Working by Apple computer. 
    Using many new soft wares. 
    Using internet, HTML language. 
 
2) Work within the team group. 



    Used the equipment. 
 
3) It is very very good and helpful as I mentioned in number 6 point 3. 
 
4) Very good. Now I can use computers and any teaching materials and prepare good science 
lesson. 
 
9. Prospect on the utilization and/or development of the transferred techniques  
and Guide Book after the completion of the project. 
 
1) Working in a group with the other researcher.  
    Using the available techniques effectively. 
 
2) I developed many skills to use computers. 
 
3) In making the related topics in junior high school by the same way and they to apply it in 
schools. 
 
4) We need another project for training Egyptian teachers about the Guidebook. 
 
10. Prospect on the utilization of the introduced equipment after the completion  
of the project. 
 
1) Try to train my colleague to use the technology to prepare creative lessons. 
 
2) I will use this equipment in training teachers if I got this enchase. 
 
3) Using it to introduce education materials would be helpful in any education  
stage. 
 
4) In the stage, I think the teacher Guidebook became completing, but we need  
another project for training teachers. 
 



別添７－２ JICA 専門家へのインタビュー結果 
    
回答者（１）小島専門家（教育学） 

（２）大久保専門家（算数教育） 
   （３）田中専門家（理科教育） 
 
１．別添の PDM に記載してあるプロジェクト目標を踏まえ、本プロジェクトの活動内容
の必要性・重要性について、ご意見をお聞かせください。 
 
（１）教育実践、とくに授業改善の必要性、重要性 
   －エジプト国における現状と課題に照らして－ 
   ａ.「授業」概念を移転すること 
      エジプト国の現状は「教師が質問し、生徒が答える」という単一のパターン。 

授業は「問と答え」の間に真価があり、そのプロセスが生徒の理解や認識の
獲得に不可欠。 

   ｂ. ａ.を具体化する技術としての授業法、教材開発の移転が行われる。 
 
（２）理科授業の質を決定する、教育環境、教育方法論、教員の水準の三要因のうち最も
改善の効果が即効的にあらわれやすい教育方法論の改善に着目したこのプロジェクトは、
発展途上にあるエジプト国において、最も安上がりに短期間で改善効果を上げることが期
待される。また、このような事業はエジプト国のあらゆる国民が望んでいるところである
ので、政府によっても支持されることが期待される。 
 
（３）エジプトの数学を参観した限りでは、教師と子どもの問答形式で授業が進められて
いる。この点では、子ども自らが考え、その考えを交流することにより、数学的な考えを
育てていくことが大切と考える。そうした意味では、このプロジェクトの活動は重要であ
る。また、このミニプロでは、教師用のガイドブックを作ることが中心で、その検証等に
ついてはまだ不十分で、その検証を行う教師の研修に活用することが重要。 
 
２．日本側専門家によるエジプトにおける理数科初等教育の現状分析は充分だったか、御 
意見をお聞かせください。 
 
（１）学校訪問、模擬授業がそれなりに行われたが、より深く分析する機会が必要。 
そのカベ（障害）になっているのが、学校訪問手続きが教育省事務次官クラスからのレタ
ーによらねばならないこと。 
 
（２）初期段階における現地調査により数量的データの収集につとめたことが現状の正確
な分析を可能にした。 
 
（３）学校訪問等でエジプト小学校の算数教育の現状について視察し、それなりの理解は
できたが、数学の内容についての理解度等については十分とはいえない。 
 
 
 



３．ガイドブックの内容は満足できるものであったか、御意見をお聞かせください。 
 
（１）計画者としては、「本質的でポイントになる単元」を選択し深める、という想定で
あった。実際に取り扱った単元は計画をはるかに超える内容であった（ミニッツ素案に記
述した通り）。カウンターパートの参加（新しい授業法の開発）が計画時の想定をはるか
に上回るものだった（同上）。 
欲を言えば、質問２（分析）とのかみ合わせが十分だったか今後の課題。 
 
（２）十分に満足のいくものであり、試行的実践による教員研修と授業実践がガイドブッ
クの有効性を強く示唆している。 
 
（３）数学ガイドブックでは、問題解決学習をとり入れることを目指していた。カウンタ
ーパートとの議論で、このガイドブックを作成していったが、子どもの考え方を示す部分
では不十分さを感じるが、全体的には 
 
４．上記２及び３を踏まえ、日本人専門家の派遣の妥当性について（時期、期間、人数） 
の御意見をお聞かせください。 
 
（１）理科は長期が２人確保できた。 
数学は長期は１人だった。もう１? ２人、長期が確保できて、じっくり落ち着いた共同研
究ができればなお良かった。 
 
（２）長期３名によるリレー方式の派遣は大学からの人員派遣という事情からは専門家不
在の期間が発生することはやむを得ない事情があった。それにもかかわらず大きな成果を
残すことができた。 
 
（３）作業の方法がカウンターパートが中心となって決めていたので、そのことからいう
と数学の場合は空白（専門家の）の時期が多く妥当とはいえない。 
 
５．上記２及び３を踏まえ、エジプト側カウンターパートの配置（人数、分野等）につい
て、御意見を 
お聞かせください。 
 
（１）教育学分野のカウンターパートの配置があればなお良かった。 
（初年度国特メンバー（教育学だった－臨時にそうなった。数学を派遣すると現地に数学
カウンターパートが不在となってしまうため）をカウンターパートに要請する方法も考え
られた。 
 
（２）当初から多数のカウンターパートを確保し、実践的なトレーニング、研究活動を共
同して行ってきたことが成功のカギであった。 
 
（３）数学では常時２名以上（時に３名）のカウンターパートがいたが、ガイドブックの
作成を分担して作成し、議論していく方式をとったので、１人にかかる負担が大きかった。
３名いれば無理なく作業ができたと考える。 



 
６．上記２及び３を踏まえ、供与機材や現地業務費の妥当性について（内容、数量）、御
意見をお聞かせください。 
 
（１）回答なし 
 
（２）ミニプロとしては十分な内容と数量であった。ただ、本部側からの機材の発送まで
に手間どったり、発注したものと異なる物品が到着するなど日本側の事務的手続きに問題
があった。さらに四半期ごとの現地業務費の支給が遅れがちであったことは、問題を残す。 
 
（３）このプロジェクトでは、パソコンの使用が必須であり、また、供与機材の多くはこ
の種のものであった。そうした意味では妥当であったと思うが、マシーンのメンテナンス
に関することでは問題があった。また、機材が使えるまでに期間がかかりすぎる。 
 
７．プロジェクト目標以外に本プロジェクトによりもたらされた効果（正負）について、 
御意見をお聞かせください。 
 
（１）公開研究会の開催が大きい。しかし、日本が何をしようとしているか（小生の Final 
Seminar での speech）、初期の段階で NCERD 以外の機関を含めての Seminar を開くともっ
と良かったと思われる。 
 
（２）理科教育学の学術的研究交流が行われ、すでに１名の留学生をカウンターパートの
中から受け入れている。これは我が国との文化的交流の活性化につながっている。 
 
（３）カウンターパートが熱心に仕事に取り組んでくれ、お互いに熱意をもってとりくめ
ば心が通じあうことがわかった。 
カウンターパートがコンピュータ等の使用に関しての技術が向上し、これからのテクノロ
ジー教育についても活躍が期待できる。 
 
８．プロジェクト実施過程で、エジプト側カウンターパートの意向や考え方がどの程度、
どのように 
反映されたか、お聞かせください。 
 
（１）回答なし 
 
（２）プロジェクトの業務そのものが研究の過程に位置づけられるため、あらゆる点、あ
らゆる段階においてカウンターパートの意向や考えが反映されてきた。このような関係な
しに現地調査や試行実践は不可能であった。 
 
（３）５で述べた方式で作業を進めていったので、十分に反映されたと思う。 
 
９．エジプト側カウンターパートに対する技術移転の度合いについて、御意見をお聞かせ
ください。 
 



（１）設問“８”と同じ 
 
（２）機材の使用法のみならず、教育方法論、教育哲学にいたるまで移転できた。NCERD
のセミナーを通して、カウンターパートだけでなく、すべての所員との研究交流ができた
ことは、このプロジェクトにとって大きな力添えとなった。 
 
（３）十分にできたと考える。 
 
１０．本プロジェクトに携わったものとしての達成感について、お聞かせください。 
 
（１）３年間、無事に進行したこと自体は何よりであって、日本政府としての責任は十二
分に果たした。カウンターパートの熱意、努力を引き出した日本側専門家の意欲が評価さ
れてよい。（教育大臣表敬時における）大臣の発言によって達成感が生まれた。 
 
（２）十分すぎるほど満足である。それは、文章のみでは書きあらわすことができない。
そのことはカウンターパートも同様であったと思われる。 
 
（３）内容的にはまだ不十分を感じるが、カウンターパートとともに作り上げたという達
成感はある。 
 
１１．ガイドブックやカウンターパートに移転された技術がプロジェクト終了後も、活用、
発展される可能性について、御意見をお聞かせください。 
 
（１）御存知のとおり、大臣の発言が極めて重要な成果。研修指導にあたって、カウンタ
ーパートの力量が十分に期待できる。 
 
（２）すでに、ガイドブックの内容をビデオコンファレンスにおける全国放送ネットワー
クで研修プログラムの一つとして採用することが大臣より命じられており、今後、引き続
き活用され、研修プログラムとして発展が期待される。 
 
（３）作成されたガイドブックでは、まだ検証・改良が必要だと思うが、それをすること
により十分に活用できると考える。また、カウンターパートの力量はかなりついたと考え
られるので、今後の数学教育で活かされると思う。 
 
１２．プロジェクト終了後、供与機材はどのように活用されるか、御意見をお聞かせくだ 
さい。 
 
（１）回答なし 
 
（２）プロジェクトサイトの部屋は理数科教育の特別研究室として確保され、今後も研修
プログラムに活用されることが NCERD 所長より表明されている。 
 
（３）カウンターパートが引き続き、自分の用いてきた機材を活用すると思う。 



別添８ セミナー実施結果 
 
 11 月 16 日に開催されたセミナーには、エジプト国内及び他ドナーから計 180 名が参加
し、本プロジェクト成果を広く知らしめることに貢献した。Kamel 教育大臣が本プロジェ
クトの重要性及び有効性についてコメントし、ガイドブックが同大臣に提出されたことは、
今後の展開を期待させるものであり特筆するに値する。 

なお、同セミナー参加者の所属先内訳は以下のとおり (順不同)。 
エジプト関係者：Ministry of Education, Directorate of Cairo, Directorate of Giza, GDIST, 

CCIMD, NCEEE, Cairo University, Social Fund of Development 
外国ドナー等 ：UNICEF, UNFPA, CFCC (France), GTZ, British council, USAID,    

DANIDA 
 
 セミナー出席者には自由回答式のアンケートを配布し、２８名から回答を得た。そのう
ちアラビア語で回答したものが２５名、英語が２名、日本語が１名であった。回答したの
は、日本語（日本人）を除いて他は全てエジプト側参加者であった。 
 
回答者のほとんどがセミナーは成功裡に終了し、提案された改善教授法及び教授法をまと
めたガイドブックは有効としているが、セミナーの運営、今後の協力体制やプロジェクト
の継続実施についてコメントしている。下記にそれら主要なコメントを示す。 
 
（１）セミナー運営について 
‐  ディスカッションの時間を充分にとったほうがさらによかったのでは 
‐  スピーチはアラビア語でやってほしかった 
‐  セミナーハンドアウトはアラビア語を希望する 
‐  提案された理科教授法は理論と実践の関係が重要である。現職教員が新たな教授法

概念を理解することが生徒の学力向上に繋がる 
 
（２）提案された教授法及びガイドブックについて 
‐  新しい教授法の概念が示されたことは重要なことである 
‐  教師がガイドブックを読むだろうか疑問である 
‐  教授法の改善は重要であり本プロジェクトはエジプト国の教育運営に貢献した 
‐  ガイドブックは教員研修の実施後直ぐにでも活用ができよう 
‐  ガイドブックがアラビア語化され現職教員に幅広く配付されることを希望する 
‐  ガイドブックが普及・適用するための援助が継続されれば効果的に上位目標を達成

することができるでろう 
‐  改善授業手法をまとめたガイドブックは、今後、教室での授業環境を改善していく 
‐  事例を取り混ぜた実験授業は効果的 
‐  教師はこのガイドブックを活用するとともに、他の教科においても同様なガイドブ

ックを独自で作成する 
‐  提案されたガイドブックの内容は盛りだくさんであり生徒の許容能力を超え、彼ら

の年齢層に不適当である 
‐  現職教員がこのガイドブックを利用し上位目標を達成するには困難と長い道のりが

待ち受けている 
‐  ガイドブックを適用するに当たってはガイドブックの情報量が現行カリキュラムに



対して多い。 
 
（３）今後の活動について 
‐  今後もこの種の協力を希望する 
‐  本プロジェクトはフォローップを必要としている。また、ガイドブックの改訂には

インターネットの活用を考慮してほしい 
‐  ガイドブックを利用するための教員研修を実施してほしい 
‐  今後は教育監理と学校管理の視点が必要となるだろう 
‐  日本でのエジプト人カウンターパート研修をさらに増やしてほしい 
‐  日本と比較して小学校理数科授業数が少ないので増加する必要がる 
‐  エジプトの単元数と授業時間数を今後見直し、教科書の内容を改訂していく必要が

ある 
‐  提案されたガイドブックを基にエジプト側で独自のカリキュラムとガイドブックを

作成していく 
‐  他の教科でも本件のようなプロジェクトを実施してほしい 
‐  研究者の視点からだけではなく現職教員の意見を聞きながら本改善手法を適用して

いく必要がる 
‐  必要資機材があればさらに上位目標を効果的に達成される 
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